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　夏の異常高温や短時間集中豪雨、冬の大規模な大雪

被害など、全国各地で気候変動に起因していると考えら

れる異常気象が多発している近年の日本列島。2016 年

に発効したパリ協定において、日本は温室効果ガス排出

量を 2030 年までに 2013 年比で 26％削減することを目

標に掲げています。なかでも、排出量が増加傾向にある

家庭部門においては、約 40％削減という大きな削減目

標を掲げています。このような背景から、家庭を中心と

する市民の意識変革・行動変容はますます重要となって

きており、具体的かつ実効性のある対策の実施が急務と

なっています。

　一般社団法人地球温暖化防止全国ネットは、環境大

臣より「全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA：

Japan Center for Climate Change Actions）」 に指

定され、その一環で、参加体験型のプログラムやツール

を使った地球温暖化防止のための環境教育に関する業

務を長年に亘って実施してまいりました。

　しかしながら、そのプログラムについては、最新の

地球温暖化問題の知見などが組み込まれているものの、

若年層を中心とした一般市民に普及・啓発するにはわか

り易いとは言いがたく、家庭生活の場において継続的に

事業概要 ��

はじめに

2016 ～ 2018 年度の 3 年間の事業で、学童保育の場において、小学生低学年
を対象に地球温暖化防止への自発的な行動が普段の生活の中で当たり前になる
ことを目標として、気候変動教育プログラムの構築及びツールの開発を行い、
実施および評価の取りまとめを行う。

・ヒアリング調査
・アンケート調査
・プログラム開発準備

・試行実施
・評価・ふりかえり
・改善

・全国展開
・行動変容調査

2016年度 （平成28年度） 2017年度 （平成29年度） 2018年度 （平成30年度）

楽しくに実践でき、行動変容に結びつくプログラム事例

は非常に少ないことが大きな問題点となっていました。

　そこで、その問題を打破するために、若年層の子ど

も達が集まる場、特に近年、共働き世帯が増加する中

で需要が伸びている「学童保育」において、実効性の

あるプログラムを広めて推進していくことを目指し、地

球環境基金の助成を得て「学童保育を活用した小学生

への気候変動教育プログラムの開発と指導員育成事業

（通称：学童保育 PJ）を立ち上げ、現場で活用してい

ただくためのプログラム・教材を作成し、その普及を

推進してまいりました。

　本事業の実施にあたっては、環境教育・社会教育・

学童保育業界等、多方面の有識者からなる「事業推進

委員会」及び「プログラム開発ワーキンググループ」を

設置し、事業実施の方針、プログラム開発と展開、そ

の評価等について、ご指導・ご助言をいただきました。

　事業推進委員会をけん引された都留文科大学の高田

研教授をはじめ、事業展開に多方面からのご理解・ご

協力をいただきました多くの個人・団体・企業の皆様と

各分野の専門家の方々に、心より感謝申し上げます。

調査・
実態把握

プログラム
開発・

試行実施

実施・
展開・評価

実施内容

目�的
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力を合わせて
環境マークを集めよう！

環境マーク
プログラム

ポスター（Ａ２サイズ）
普段、子ども達が集まる場所に掲示して、子ども達の興味付けを行うも
の。環境に関するマークが、リサイクル系、森林系、エネルギー系など、
７種類のグループに色分けされた 24 種類が掲載されています。見つけ
たマークをチェックする欄、グループの名称を書きこむ欄もあります。

かんきょうマークずかん
ポスターに掲載された 24 種類の環境に関するマークに
ついて、マークの正式名称や意味、役割や見つけられる
商品・サービスなどについて、わかりやすく解説された
小冊子です。

2

3

リサイクル系
け い

リサイクル系
け い

リサイクル系
け い

リサイクル系
け い

P
ぺ

E
っ

T
と

ボトル
識
し き

別
べ つ

表
ひ ょ う

示
じ

マーク
紙
か み

製
せ い

容
よ う

器
き

包
ほ う

装
そ う

識
し き

別
べ つ

表
ひ ょ う

示
じ

マーク

プラスチック容
よ う

器
き

包
ほ う

装
そ う

の
分
ぶ ん

別
べ つ

収
しゅう

集
しゅう

時
じ

の識
し き

別
べ つ

表
ひょう

示
じ

マーク
紙
か み

パック
識
し き

別
べ つ

表
ひ ょ う

示
じ

マーク

ようきがペットボトルでできてい
ることを表

あらわ

しているよ。すてると
きは、分

ぶ ん

べつしよう。

ようきやほうそうが紙
か み

で、できて
いることを表

あらわ

しているよ。すてる
ときは、分

ぶ ん

べつしよう。

ようきやほうそうがプラスチック
でできていることを表

あらわ

しているよ。
すてるときは、分

ぶ ん

べつしよう。

リサイクルできる飲
い ん

りょう用
よ う

紙
か み

パックにつけられているマークだ
よ。あらって開

ひ ら

いてかわかしてリ
サイクルしよう。

なにについてる？
なにについてる？

なにについてる？
なにについてる？

ペットボトル ようきやつつみ、ふくろなどの
ほうそう紙

し

など

ようきやつつみ、ふくろなどの
ほうそう

牛
ぎゅう

にゅうパックなどの飲
の

み物
もの

のパック
（アルミふ使

し

用
よ う

）

リサイクル系
け い

P
ぺ

E
っ

T
と

ボトル
識
し き

別
べ つ

表
ひ ょ う

示
じ

マーク
ようきがペットボト

ルでできてい

ることを表
あらわ

しているよ。すてる
と

きは、分
ぶ ん

べつしよう。

なにについてる？

ペットボトル

1

このずかんの使
つ か

いかた

もっとくわしく知
し

りたいときは・・・

このずかんは、いろ
いろな商

しょう

品
ひん

やサービスにつけ

られているかんきょ
うにかんするマーク

の名
な

前
まえ

や

意
い

味
み

をしょうかいしてい
るよ。身

み

のまわりにある

エコなマークをたく
さんみつけてみよう

。

かんきょうにかんす
るマークは、ほうり

つで定
さだ

められているもの、
業
ぎょう

界
かい

の

だん体
たい

やき業
ぎょう

がどく自
じ

につくっているもの
などがあります。こ

こでは、主
おも

によく目
め

にするかんきょうの
マークを 24 しゅる

いのせていますが、
他
ほか

※いんさつ用
よう
インクのかん係

けい
で、このさっ子

し
のものと少

すこ
しちがう色

いろ
になっているマーク

もあります。

マークのしゅるい

リサイクル系
けい

、森
しん

林
りん

系
けい

（紙
かみ

・印
いん

刷
さつ

）、エネルギー系
けい

、交
こう

通
つう

輸
ゆ

送
そう

系
けい

、食
しょく

品
ひん

系
けい

、生
せい

物
ぶつ

系
けい

（フェアトレード）
、総

そう

合
ごう

の７つに分
ぶん

るいしたなか間
ま

の

しゅるいが書
か

いてあります。

マークの意
い

味
み

マークの意
い

味
み

やなり立
た

ち、役
やく

わりをせつ明
めい

しています。それぞ
れの

マークは、見
み

た人
ひと

に意
い

味
み

がつたわるように、
色
いろ

や形
かたち

で工
く

ふうされた

デザインになってい
ます。

みつかる場
ば

所
しょ

どのような商
しょう

品
ひん

やサービスについて

いるかが書
か

かれています。ここ
に書

か

いてある場
ば

所
しょ

い外
がい

にも、意
い

外
がい

なとこ

ろで発
はっ

見
けん

できるかも？

マークの名
な

前
まえ

マークの正
せい

式
しき

な名
な

前
まえ

が書
か

いてあります。もっ
とくわしく知

し

りたいと

きは、この名
な

前
まえ

で調
しら

べてみよう。

ずかんでわかること

にもここにのってい
ないかんきょうにや

さしい

マークがあるかもし
れません。おうちの

人
ひと

と一
いっ

しょに、マークの名
な

前
まえ

やかんきょうマーク
につ

いて、図
と

書
しょ

館
かん

やインターネットで
調
しら

べてみよう！

開発プログラム❶
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生活の中にある「環境マーク」を集めよう
　さまざまな商品・サービスについている「環境マーク」を、子ども達が力を合わせて探してくることを通して、身のまわり
に環境に関するマークがたくさんあることに気づき、共有するプログラムです。また、それらは、どのような意味を持つマー
クなのか、なんのためについているマークなのかを知り、背景にはどのような地球温暖化問題をはじめとした環境問題があ
るのか、考えるきっかけを提供し、今後の生活において、環境配慮型購買行動や３Ｒ促進行動などの行動変容を促す内容となっ
ています。

　時間に余裕があり、子ども達の探求心も深まる夏休み。
学童保育での実施を通して自由研究として発展させ、宿題
提出につなげることを可能とする補助教材がついています。
子ども達が自主的に取り組めるよう促す「自主学習型」、
子ども達と近くのスーパーや商店街に出かけるなどの「短
期集中イベント学習型」など、やり方に合わせた実施の
手引きが付属しています。

使い方の手引き
（指導者用）

実施の際の簡単な流れや
声かけの仕方、実施事例
や、環境マークが見つけ
られる商品やサービスな
どが書かれた、指導者用
の手引きです。

トライアルリーフレット
マークを探す際に使う、持ち帰り用のリーフ
レットです。このリーフレットとマークカード
をセットにして子ども達に渡します。

マークカード
マークを見つけた際に使う、ミニ
ワークシートです。見つけたマーク
を切り抜いて貼る（または書き写す）
欄や見つけた日付、何についていた
かを書きこめる欄があります。ひとつ
のマークに対し、1枚使います。

学年別�自由研究の進め方（児童用）
マークカードと模造紙を使った自由研究の進め方、
まとめ方が書かれた、児童用のシートです。子ども
達の普段の生活・学習習熟度に合わせて、低学年か
ら高学年まで４つのシートをご用意しています。

夏休みの自由研究として活用できます

05



二十四節気ボード
普段、子ども達が集まる場所
に掲示し、二十四節気の期間
にあわせて、シールやカード
を貼る台紙です。

季語シール
季語ハッケンカードと合わせて使うシール。生きものや食
べもの、草花や天気など、72 枚セットになっています。

季語ハッケンカード
身のまわりで季節を感じるもの
を見つけたときに書きこむカー
ド。見つけた日にちや見つけた
ものを絵で描いたり、シールを
貼ったりして使います。

誕生日カード
参加者のお誕生日を書きこむカー
ド。日にちと名前を書き、自分の
似顔絵や写真を貼って使います。

二十四節気シール
二十四節気の変わり目を書い
て使うシール。二十四節気の
期間がそれぞれ、書き込める
ようになっています。

お天気シール
猛暑日や真夏日、台風や雪、冬日や真冬日など、
特別な天気を記録するのに使うシールです。

こよみニストになろう！
～ハッケン、二十四節気～

季節感育成
プログラム

真
ま

夏
な つ

日
び

月
が つ

日
に ち

梅
つ

雨
ゆ

の雨
あ め

月
が つ

日
に ち

猛
も う

暑
し ょ

日
び

月
が つ

日
に ち

台
た い

風
ふ う

月
が つ

日
に ち

雪
ゆ き

月
が つ

日
に ち

冬
ふ ゆ

日
び

月
が つ

日
に ち

真
ま

冬
ふ ゆ

日
び

月
が つ

日
に ち

春し
ゅ
ん

分ぶ
ん

月が
つ

日に
ち

月が
つ

日に
ち

〜

立り
っ

春
し
ゅ
ん

月が
つ

日に
ち

月が
つ

日に
ち

〜

すいか どんぐり

開発プログラム❷

つばめ 初
は つ

雪
ゆ き
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立り
っ

春し
ゅ
ん

月が
つ

日に
ち

月が
つ

日に
ち

〜
雨う

水す
い

月が
つ

日に
ち

月が
つ

日に
ち

〜

冬
ふ ゆ

日
び

月
が つ

日
に ち

真
ま

冬
ふ ゆ

日
び

月
が つ

日
に ち

二
に

十
じ ゅ う

四
し

節
せ っ

気
き

ボードの使
つ か

い方
か た

ここに 二
に

十
じゅう

四
し

節
せ っ

気
き

シール をはってね

ここに

 季
き

語
ご

ハッケンカード 

 誕
た ん

生
じょう

日
び

カード 

 お天
て ん

気
き

シール 

をはってね

二
に

十
じゅう

四
し

節
せ っ

気
き

の
期

き

間
か ん

にあわせて
カードやシール

をはろう

24 節気シールをはってね
せっ き

24 節気シールをはってね
せっ き

24 節気シールをはってね
せっ き

24 節気シールをはってね
せっ き

24 節気シールをはってね
せっ き

24 節気シールをはってね
せっ き

立り
っ

春し
ゅ
ん

月が
つ

日に
ち

月が
つ

日に
ち

〜

立り
っ

春し
ゅ
ん

月が
つ

日に
ち

月が
つ

日に
ち

〜

真
ま

夏
な つ

日
び

月
が つ

日
に ち

梅
つ

雨
ゆ

の雨
あ め

月
が つ

日
に ち

猛
も う

暑
し ょ

日
び

月
が つ

日
に ち

台
た い

風
ふ う

月
が つ

日
に ち

雪
ゆ き

月
が つ

日
に ち

冬
ふ ゆ

日
び

月
が つ

日
に ち

真
ま

冬
ふ ゆ

日
び

月
が つ

日
に ち

誕
た ん

生
じ ょ う

日
び

カードの使
つ か

い方
か た

みんなの誕
た ん

生
じょう

日
び

を書
か

いておくカードだよ

ここに自
じ

分
ぶ ん

のに
がお絵

え

をかいて
ね（写

し ゃ

真
し ん

をはって
もいいよ）。

ここに自
じ

分
ぶ ん

の誕
た ん

生
じょう

日
び

を書
か

こう。

ここに自
じ

分
ぶ ん

の名
な

前
ま え

を書
か

こう。

二
に

十
じ ゅ う

四
し

節
せ っ

気
き

シールの使
つ か

い方
か た

二
に

十
じゅう

四
し

節
せ っ

気
き

のかわり目
め

を書
か

いておくカードだよ

季
き

語
ご

ハッケンカードの使
つ か

い方
か た

身
み

の回
ま わ

りで「季
き

節
せ つ

を感
か ん

じるもの」を見
み

つけた
ときに使

つ か

うカードだよ！

見
み

つけたものが、
季

き

語
ご

シールの中
な か

にあるものだった
らここに季

き

語
ご

シー
ルをはろう。
※季

き

語
ご

シールの中
なか

にな
いものだったら絵

え

や文
ぶん

をかいてもいいよ。

見
み

つけた日
ひ

にち
を書

か

こう。

お天
て ん

気
き

シールの使
つ か

い方
か た

特
と く

別
べ つ

な天
て ん

気
き

を記
き

録
ろ く

するためのシールだよ

これらの天
て ん

気
き

になった日
ひ

があったら、その天
て ん

気
き

の
シールに日

ひ

にちを書
か

いてね。

今
こ

年
と し

の二
に

十
じゅう

四
し

節
せ っ

気
き

の期
き

間
か ん

を調
し ら

べて書
か

いてね。
※年ごとに、二

に

十
じゅう

四
し

節
せっ

気
き

の期
き

間
かん

がかわるから注
ちゅう

意
い

してね。

たんぽぽ

422

414

4

山本はるか

16

8

冬
ふ ゆ

日
び

月
が つ

日
に ち

季節の変化を発見、共有しよう
　春夏秋冬４つの季節のみならず、自然の変化や身のまわりの生きものや草花、天気の変化などの発見を通して、二十四節
気という「こよみ」に触れ、季節の移り変わりに気づき、共有します。自ら発見するという実体験を通した行動から、子ど
ものみならず、指導者もともに新たな季節感覚や視点を感じることにより、気候変動や異常気象に興味関心を持ち、地球
温暖化の影響への備えにも向けた意識をはぐくむきっかけを提供するプログラムです。

二十四節気ボードの使い方
シールやカードの使い方、貼り方などが書かれている
もの。二十四節気ボードの近くに貼って使います。

二十四節気クイズフリップ
節気ごとに１問ずつ、３択クイズを出題するフリップ
がセットになったもの。季節の行事やお楽しみ会、
帰りの会などで実施できるようになっています。

二十四節気フリップ
二十四節気ってなんだろう、という解説が書かれ
たフリップ。二十四節気ボードの近くに貼って使い
ます。

もんだい

寒露2
一般社団法人地球温暖化防止全国ネット

1 2 3

タネ実
み

（果
か

肉
にく

）
皮
か わ

A こたえ

寒露3
一般社団法人地球温暖化防止全国ネット

3

タネ

イガイガ…皮
かわ

鬼
おに

皮
かわ

、渋
しぶ

皮
かわ

…実
み

（果
か

肉
に く

）

中
なか

の黄
き

色
いろ

い
部
ぶ

分
ぶん

…タネ

セーター

つくし

もんだい

Q

寒露 1
一般社団法人地球温暖化防止

全国ネット

寒
か ん

露
ろ

の季
き

節
せ つ

に

おいしい食
た

べ物
もの

、栗
くり

。

いつもみんなが食
た

べている

「栗
くり

」って、どの部
ぶ

分
ぶ ん

？
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プログラム実施事例紹介

力を合わせて環境マークを集めよう！
開発プログラム❶ 環境マークプログラム

プログラム実施者
（学童保育指導員）�の感想

プログラム実施者
（学童保育指導員）�の感想

プログラム実施者
（学童保育指導員）�の感想

地域のスーパーやコンビニなど、自分達
の住む「街」を探検しながら子ども達と
一 緒に身近な 環 境マーク探しをしまし
た。お店の方にも地域における社会教育
の一環としてご理解をいただき、積極的
に受け入れしてくださいました。地域とつ
ながるきっかけにも最適です。

生活の中で毎日出るごみを分別するためのリサイクル系
マークに着目。生活で出ているごみを、実際にマーク
を見ながら分別したり、ごみ箱に表示するポスターを
作成する展開にアレンジしました。生活の中ですぐに使
えるので子ども達も大盛り上がりでした！

他の指導員からのアイディア提案のも
と、見つかりにくいマークに「レア度」
を設定し、ポイント制にしてグループ
対抗で競ったり、コンプリートした子
には認定証を発行したりして、工夫し
ました。ゲーム性を取り入れて子ども
達のモチベーションをアップ！

お店探検、まち探検を通してマークを発見
実施

事例紹介

1

ごみの分別ゲーム、ポスター
づくりと組み合わせて

実施
事例紹介

2
宝探し感覚、レベル・
ランク分けで競争心を！

実施
事例紹介

3

体験者の感想

身近なところに、こんなに
環境マークがあったことに
ビックリしました！

　 本プログラムは、 国 連サミットにおいて 2015 年 9 月に採 択された SDGs ＝ Sustainable 
Development Goals ( 持続可能な開発目標）を考えるきっかけにもつながります。「13 気候変動
に具体的な対策を」の目標達成のきっかけはもちろん、「7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに」

「12 つくる責任つかう責任（持続可能な消費と生産のパターンを確保する）」「14 海の豊かさを守ろう」
や「15 陸の豊かさを守ろう」にもつながります。プログラムを通して、地球温暖化防止や環境の知識
のみならず、自分で調べ、チームで共有し、意見交換・発表を通して、考えるチカラやプレゼン能力も
身につきます。

子ども達の集まる場ですぐ使えるSDGsプログラムです
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　本事業で開発した 2 種類のプログラムは、目的や対象・時間によって、様々なアレンジが可能です。実施者、
指導員の工夫で多様な実施展開がされた中から、いくつかのアレンジ実施事例をご紹介します。

こよみニストになろう！�～ハッケン、二十四節気～

開発プログラム❷ 季節感育成プログラム

プログラム実施者
（学童保育指導員）�の感想

プログラム
実施者（学童
保育指導員）�
の感想

プログラム実施者
（小黒恵子童謡記念館スタッフ）�の感想

秋のおやつの時間に、栗を自分達でむいて食べ
ました。あわせて行った二十四節気クイズの栗
クイズに子ども達は大盛り上がり！焼き芋に合
わせてさつまいもクイズを行ったり、節分や端
午の節句など、季節の行事と合わせてクイズが
できるので、ネタづくりに最適です！

クイズを子ども達と一
緒に考えて、お互い出
し合ったり、他の学童
保育間で共有するとい
う仕組みがあるといい
かもしれませんね。

自分の生まれた節気はい
つ？どんなハッケンがある
季節なんだろう？とお誕生
日カードを貼るのを今か
今かと待ち構えている子
も。家族のお誕生日を貼っ
てくれる子もいます。学童
保育で行なっているお誕
生日会とあわせて実施で
きるのも良いですね。

昔から歌いつながれている童謡は “ こよみ ” に関
係するものが多くみられます。童謡をみんなで歌
うイベントの後にクイズをやることもあるのです
が、それを非常に楽しみにして参加されている方も
たくさんいらっしゃいます。記念館の庭園で見つけ
られる生きものを紹介したうえで、参加者にハッケ
ンカードを書いてもらう工夫もしています。

プログラム・開発
ワーキンググループメンバー

山口  一起
岡山市立宇野小学校学童保育
「うのクラブ」学童保育指導員
（うのクラブ運営委員会）

　私たち学童保育指導員の仕事は、子ども達に寄り添うことだと思います。その中で子
ども達と共に感じ、話をすることは、日々変化する天気や旬に関することが多いのでは
ないでしょうか。「暑かったり寒かったり」、「温かかったり、冷たかったり」、「美味しかっ
たり、まだ酸っぱかったり」。そういった何気ない会話から、子ども達との感じ方の違
いや子ども一人ひとりの個性や特性を知る。
　女性の社会進出と共に、学童保育利用児童数は増加傾向にあり、今後新たに指導員
として子ども達と関わる方が多くなることも予想されます。ぜひこの二十四節気プログラ
ムを保護者も交えクラブで楽しく活用し、子ども達と季節の移ろいを感じつつ成長を見
守り、子ども達にとってより良い地球環境を守っていきたいと思います。

おやつの時間に合わせてクイズに挑戦！
実施

事例紹介

1

お誕生日カードが大人気！
実施

事例紹介

2 童謡（うた）と合わせて
実施

事例紹介

3
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　プログラムを実施いただいた全国の学童保育所、施設へアンケートを行い、プログラム（環境マークプログラム）
を体験した子ども達及び家庭への影響について調査しました。調査から本プログラムの環境意識、環境行動への
有効性が明らかになりました。

プログラム実施結果レポート

　開発した 2 種類のプログラムは、全
国の学童保育を中心に、児童館や環
境学習施設、図書館やイベント、環境
講座など、子ども達が集まる場所にお
いて全 国 55 か所で実 施されました。
参加した児童数は 4,072 名、指導員
数は 410 名、合計 4,482 名。
　その他、全国の地域地球温暖化防
止活動推進センターと地域で活動する
地球温暖化防止活動推進員や地方自
治体等からもプログラム見本の送付希
望があり、現在、活用の検討を行って
います。

まったく会話しなかった 1.6%

あまり会話
しなかった
10.8%

会話はした

よく会話した
（よく会話する）

　「環境マークプログラム」を実施した学童保育において、参加
した子ども達がどの程度関心を持ち、家庭に波及させ、家庭で
の実践及び意識変化・継続をもたらしたかを調べるためのアン
ケート調査を行いました。プログラム実施からおよそ 2 ～ 3 か
月程度経過した学童保育の保護者 111 名からのアンケート回答
を集計した結果、約 85％の 家庭において保護者と子ども達の
間で「環境マーク」に関する会話が生まれたと回答しています。

指導員の声
プログラム実施後も毎日子ども達が声をかけてくれます。「あの
マークをノートの裏に見つけたよ！」「ねえ、おやつの袋にもあ
るよ！」と声をかけられたり、「教科書にも植物油インキマーク
がついているんだよ！」と見せてくれたり。会話は継続しています。

保護者の声
プログラムを体験してから、より興味を持ち、探
しては嬉しそうに教えてくれます。エコについて
考える、いいきっかけになったと感じています。

保護者の声
長期の休みである夏休みに実施して
くださったので、時間的にも精神的
にも親子ともどもより深く考えられ、
とても良かったです。

全国55か所4,482名が参加
（2019 年 1 月末現在）

約85％の親子間で
環境マークの会話が生まれた

Ｑ１. お子さんとの間で
環境マークに関する会話をしましたか？

実施箇所 参加総数（※）

茨城県 1 箇所 276 名

栃木県 4 箇所 420 名

埼玉県 2 箇所 71 名

千葉県 2 箇所 152 名

東京都 28 箇所 2,486 名

神奈川県 3 箇所 375 名

実施箇所 参加総数

新潟県 1 箇所 55 名

静岡県 1 箇所 24 名

福井県 1 箇所 42 名

長野県 1 箇所 102 名

愛知県 1 箇所 42 名

三重県 2 箇所 85 名

実施箇所 参加総数

滋賀県 2 箇所 200 名

兵庫県 2 箇所 64 名

岡山県 1 箇所 64 名

広島県 1 箇所 4 名

福岡県 1 箇所 8 名

沖縄県 1 箇所 12 名

23.4%

62.2%

（n=111）

合計
約85%

（※）参加総数は参加した児童数と指導員数の合計。
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　学童保育は男女共生社会をその基盤で支えており、その内容は「保育」に留まらず、
子供たちの教育空間としても重要な意味を持っている。日々子供たちと向き合っておら
れる指導員の皆さんの可能性に期待するところが大きい。環境教育の要点はエコロジー

「つながり」で考えること。そして今までの当たり前を見直すこと「視点を変える」こと
にある。「環境マークを集める」は商品（モノ）がどのように環境配慮されているのか（コ
ト）のつながりを知ることにある。社会の動きを鳥瞰し、個々の価値形成につないでいく。

「二十四節気」は、季節を表す「コトバ」を使うことで、日本の四季の世界が蘇ってくる。
視点を変えることで、個々のライフスタイルを変化させることを期待している。

まったく会話しなかった 1.6%
あまり会話しなかった 1.6%

0 20 40 60 80 100%

まったく意識
するようになって
いない 2.9%

Q1 で「よく会話した」を選択
した人の Q2 の回答（n=26）

Q1 で「会話はした」を選択し
た人の Q2 の回答（n=66）

Q1. お子さんとの間で環
境マークに関する会話を
しましたか？

Q2 の回答

あまり意識
するように
なっていない
37.5%

かなり意識
するようになった

 かなり意識するようになった　  意識するようになった　
 あまり意識するようになっていない　  まったく意識するようになっていない　

保護者の声
今まで関心を持っていなかったのですが、買い物に行くと「このマー
ク見たことある！」と教えてくれるようになりました。子どもは楽し
みながら学び、興味を持ってくれたようです。継続的に
学び、更に知識を深められたらと思います。

保護者の声
“ エコなマークを探す ”は、まだ、我が家で継続中のようで
す…。外出すれば「みてみて」と商品でなく、マーク探しで、
いつもより時間がかかる生活になってしまいま
した（笑）気づけるってすごいですね。

　環境マークプログラムを通して、保護者の意識
がどのように変化したかを調査しました。買い物
などの日常生活において、環境マークを意識する
ようになった家庭が約 60％で あり、本プログラ
ムの実施後 2 ～ 3 か月を経過してもその意識が
日常的に持続していることがうかがえる結果が得
られました。

　また、家庭において、お
子さんと環境マークに関して

「よく会話した」家庭におい
ては、約 80％の親子が「か
なり意識するようになった」

「意識するようになった」と
回答しており、学童保育で
のプログラム実施を通して、
親子で環境マークについて
話した家庭ほど、気づきが
得られ、環境配慮意識の向
上・継 続へと結びついてい
ると思われます。
　保護者の声からは、一緒
に環境マークを探すことで
親子の意識も変わってきて
いる様子がうかがえました。

より多くの会話をした
家庭では約80％の
親子の意識に変化が！

事業推進委員会委員長

高田  研
公立大学法人都留文科大学
教養学部地域社会学科　教授

Ｑ２．買い物などの
日常生活において
環境マークを
意識するように
なりましたか？

Ｑ１（親子間での環境マークに関するコミュニケーション度を問う設問）と
Ｑ２（環境マークへの意識持続度を問う設問）のクロス集計

41.7%

48.5%6.1%

69.2%

会話はした 62.2% 10.8%

11.5%

よく会話した
23.4%

58.3%

40.9% 4.5%

19.2%

52.9%

（n=111）

意識する
ようになった

6.7%

合計
約60%

合計約80%
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　本事業は、地球環境基金の助成を得て、3 か年で実施
しました。
　1 年目である 2016 年度（平成 28 年度）は、想定され
る参加者（小学生や保護者）や実施・運用者（学童保育指
導員、運営委託主体、自治体）に対するニーズや実態把
握をするための調査に重点を置き、生活や遊びの中で継
続的に実施できるプログラムの仮設計を行いました。
　2017 年度（平成 29 年度）は、プログラムの開発を行
いながら、学童保育での試行実施及びフィードバックの情

事業推進委員会　委員一覧

小学生（低学年中心）自治体 学童保育
委託運営団体等 学童保育指導員 保護者（家庭）

事業プロセスレポート

※高田委員が委員長を務めた。
注釈：鳥越委員は2016年度10月より、糸山委員及び村上委員は2017年度より参画

氏名（敬称略） 所属 専門

高田  研※ 都留文科大学　教授 環境教育実践・指導

井澤  友郭 こども国連環境会議推進協会
事務局長 指導者育成

糸山  智栄 岡山県学童保育連絡協議会　会長 学童保育運営

鳥越  靖徳 株式会社フィールドノート
代表取締役

プログラム・ツール等
開発・制作

村上  竜一 株式会社ウィライツ
代表取締役 学童保育運営

ワーキンググループ　メンバー一覧

※鳥越委員がファシリテーターを務めた。
注釈：所属は2017年度当時

氏名（敬称略） 所属 専門

神原  直也 株式会社サンキョウ - エンビックス
環境教育担当 プログラム開発

笹子 まさえ
特定非営利活動法人アクト川崎　理事
（川崎市地球温暖化防止活動推進セン
ター事務局長）

市内学童クラブ・児童
館等との連携実施

鳥越  靖徳※ 株式会社フィールドノート
代表取締役 プログラム等企画

西坂  美紀 日能研「まなびわらべクラブ」
（日能研イベント企画推進本部） 私立学童指導員

山口  一起 岡山市立宇野小学校「うのクラブ」
（公益財団法人YMCAせとうち） 公立学童指導員

報をもとに、プログラムの改修を行いました。
　最終年度である 2018 年度（平成 30 年度）は、本プロ
グラムの実施に重点を置き、指導マニュアル等の改善と整
備、実施方法や使い方等を共有する講習会等を通して全
国展開を図りました。また、子ども達を通じた家庭への波
及と環境配慮意識の向上・継続度の調査（フォローアップ
調査）を行いました。

気候変動の緩和や適応などの「行動」が「あたりまえ」にできる人材が育ち、
日本の温室効果ガス排出削減の一助となる

家庭で伝え、
実施すること
による、家族

への波及

フォロー
アップ調査

他の学童保育
でも実施

繰り返し
実施・取組

改善

調査・現状把握 　放課後の過ごし方に対するニーズの調査や課題などヒアリング

開発・作成 　学童保育指導員とともにプログラム・ツール開発、作成

展開 　共有・講習会実施共有・PR

自走へ

実施�（くりかえし）

プログラムを試行実施

地域や学童保育の形態による違いなどをもとに、小学生の放課後の過ごし方、
現状について調査する。また、小学生の興味や預けている保護者のニーズや
委託元の自治体などについてもヒアリングし、調査する。

調査をもとに現場の実情に合った気候変動対策プログラムを現場の指導員の
意見も聞きながら一緒に開発する。

試行実施を他の学童保育指導員
に共有する。

単発ではなく、繰り返し何度でも実施したく
なるコンテンツを毎日の生活の一部で実施。

2016年度
（平成28年度）

（１年目）

2017年度
（平成29年度）

（２年目）

2018年度
（平成30年度）

（３年目）

2019年度〜
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■対象者
保護者：平成 28 年 10 月現在、学童保育等を利用す
る小学生を持つ保護者の方 300 名
学童保育指導員：平成 28 年 10 月現在、学童保育指
導員の仕事に従事している方 100 名
運営委託団体等：平成 28 年 10 月現在、学童保育等
の運営の仕事に従事している方 100 名
■調査方法
株式会社マクロミルによるインターネットアンケート
■調査実施時期
平成 28 年 10 月下旬

事業・プログラムの方向性等の検討
事業推進委員会の開催

プログラム開発準備　プログラム試作開発ワーキンググループの開催

日　時：平成 29 年 2 月 12 日（日）13:00 ～ 16:00
場　所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議　題：夏休み自由研究をテーマとしたプログラムの開発について、学童保育の夏休み

の現状報告と課題の発見、アイデアのブレーンストーミング

ヒアリング調査
　学童保育の現在の気候 変
動対策への取 組状況につい
て調 査 するために、 以下 8
主体の学童保育指導員及び
学童保育運営自治 体や委託
団体、関連団体等に対し、ヒアリング調査を実施した。

アンケート調査
　学童保育に関わる保護者、学童保育指導員、運営委託
団体等を対象に、放課後の過ごし方への考え方や、地球
温暖化対策に関する関心について、アンケート調査を実施
し、現状を把握した。

プ
レ
委
員
会

日時：平成 28 年 4 月 18 日（火）13:00 ～ 15:00
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：事業概要、事業推進委員会の委員委嘱、スケジュー

ルについて

第
１
回

日時：平成 28 年 7 月 11 日（月）13:30 ～ 15:30
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：事業計画、検討の方向性、スケジュールについて

第
２
回

日時：平成 28 年 11 月 28 日（月）10:00 ～ 12:00
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：ヒアリング調査結果、アンケート調査結果、今後

の検討の方向性について

第
３
回

日時：平成 29 年 2 月 28 日（火）13:30 ～ 15:30
場所：あすか会議室　小川町会議室 601 号室（東京都

千代田区神田小川町）
議題：プログラム試作開発ワークショップ実施報告、次

年度の検討の方向性について

No. 取材先
1 元練馬区学童クラブ指導員　杉山幸男氏、杉山真美子氏
2 全国学童保育連絡協議会
3 株式会社フィールドノート
4 東京都学童保育連絡協議会
5 日能研 学童保育「まなびわらべクラブ」
6 株式会社ウィライツ
7 港区麻布地区総合支所管理課
8 岡山市学童保育「うのクラブ／学童プレハブ -6℃作戦」

2016年度�（平成28年度）　調査・実態把握

アンケート調査結果概要
　プログラムのテーマとしては「環境」の関心はさほど高くはなかった
ものの、環境プログラムへの期待度については、96％の保護者が、ぜ
ひやらせてあげたい、本人が希望すればやらせたいと回答した。なお、
要望の高かった「遊び」「工作」「自然観察」「コミュニケーション」と掛
け合わせた形での環境プログラムであれば、需要は高いと考えられた。
　併せて、指導員の手がかからないもの、子ども達が率先して楽しんで
やれるものであれば、学童保育の現場での導入に余地があることが想
定できた。

あまり
やらせたく
ない 2.6%

やらせたくない
（難しい）1.3%Q. あなたは環境・エ

コなどをテーマとした、
生活を送っていくうえ
で身につけることが望
ましい実技的な取組や
プログラムが学童保育
にあったら、お子さん
に取り組んでもらいた
いと思いますか。

（n=309）

ぜひやらせて
あげたい

本人が希望
すればやらせて
あげたい

23.6%

72.5%
合計
約96%

調査概要
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事業・プログラムの方向性等の検討
事業推進委員会の開催

評価・ふりかえり・改善
プログラム開発・ワーキンググループの開催

次年度に向けて実施拡大・
連携協力の模索
プログラム体験・報告会の開催

日　時：平成 30 年 2 月 27 日（火）10:00 ～ 11:45
場　所：あすか会議室 小川町会議室 402 号室（東京都千代

田区神田小川町）
対　象：学童保育の運営などに携わる方、指導員の方、地球

温暖化防止活動推進員、地球温暖化防止活動推進
センター、環 境関連 施設の方など、25 名定員枠で
募集

参加者：50名（学童指導員、環境関連施設、地域センターなど）
内　容：気候変動教育プログラムの開発事業とこれまでの経

緯の概要説明、プログラムの紹介、次年度実施に向
けての実施意向調査アンケート記入など

試行実施

　自由研究をターゲットとしたプログラムだったため、夏休み期間を中心に
以下 5 主体 8 か所、合計 166 名の小学生を対象に試行実施を行った。

　プログラム開発ワーキンググループメン
バーの学童保育の現場である岡山県岡山
市の小学校内学童保育及び、東京都荒川
区の民間学童保育の 2 主体 2 か所、合計
62 名の小 学生を対 象に、平成 29 年 10
月より、試行実施を行った。

第
１
回

日時：平成 29 年 6 月 13 日（火）13:30 ～ 15:30
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：事業計画、気候変動教育プログラムの開発、今後

の進め方について

第
２
回

日時：平成 29 年 9 月 25 日（月）13:30 ～ 15:30
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：プログラム開発、プログラム試行実施結果、今後

の進め方について

第
３
回

日時：平成 30 年 1 月 22 日（月）13:30 ～ 14:45　
　　　（※大雪警報発令により、短縮して開催）　
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：プログラム開発内容、事業報告・プログラム体験会、

次年度の方向性について

第
１
回

日時：平成 29 年 6 月 3 日（土）13:00 ～ 16:00
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：前年度 試作開発「環 境マークプログラム」及び

通年実施「二十四節気プログラム」に関するアイデ
ア、改善点などの意見交換

第
２
回

日時：平成 29 年 7 月 2 日（土）13:00 ～ 16:00
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
内容：「環境マークプログラム」の夏休みの試行実施に向

けてのアイデア、手法の検討、「二十四節気プログラ
ム」に関するアイデア、改善点などの意見交換

第
３
回

日時：平成 29 年 11 月 11 日（土）13:00 ～ 16:00
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
内容：「環境マークプログラム」の夏休みの試行実施結果

の共有と課題抽出、「二十四節気プログラム」試行
実施に向けてのアイデア、改善点などの意見交換

2017年度�（平成29年度）　プログラム開発・試行実施

環境マークプログラム 二十四節気プログラム

No. 実施場所 学童保育形態 実施日 実施の特徴

１ 岡山県岡山市 小学校内学童保育 7 月下旬 スーパーマーケット
探検型

２ 神奈川県川崎市 児童館内学童保育
（3 か所） 8 月～ 9 月 ポスター掲示自主取

組型

３ 東京都港区 小学校内学童保育 8 月上旬 ごみの分別ゲームに
トライ！

４ 東京都荒川区 民間学童保育 8 月上旬 探検＆壁面に巨大グ
ラフをつくろう！

５ 東京都墨田区 児童館内学童保育 8 月中旬 クイズ「何について
いる？」にトライ！
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フォローアップ調査 （行動変容調査）
　開 発した 気 候 変 動 教 育 プ ログ ラムの 実 践 を 通して、
関心の継続と家庭での実践について各箇所での実践の反
応を調べるためのアンケート調査を行った。これにより、
家庭での継続実績及び参加者の行動変容度や満足度を計
測し、分析した。

第
１
回

日時：平成 30 年 5 月 14 日（月）13:30 ～ 15:30
場所：あすか会議室　小川町会議室 601 号室（東京都千代田区神田小川町）
議題：事業概要、事業報告・プログラム体験会の報告、今後の進め方について

第
２
回

日時：平成 30 年 10 月 9 日（火）13:30 ～ 15:30
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：プログラム体験・情報交流会の実施報告、プログラム実施、フォローアッ

プ調査について

第
３
回

日時：平成 31 年 1 月 15 日（火）13:30 ～ 15:30
場所：一般社団法人地球温暖化防止全国ネット会議室
議題：プログラム実施、フォローアップ調査集計結果と分析、プログラム体験・

報告会、今後の展開について

2018年度�（平成30年度）　実施・展開・評価

事業・プログラムの方向性等の検討
事業推進委員会の開催

第
１
回

日時：平成 30 年 6 月 29 日（金）10:00 ～ 13:00
場所：あすか会議室 小川町会議室 401 号室（東京都千代田区神田小川町）
対象：学童保育の運営などに携わる方、指導員の方、地球温暖化防止活動

推進員、地球温暖化防止活動推進センター、環境関連施設の方など
参加者：36 名（学童保育指導員、環境関連施設、地域センターなど）
内容：気候変動教育プログラムの開発事業とこれまでの経緯の概要説明、

プログラム体験、ワークショップ「プログラム実施方法を考えてみよう！」

第
２
回

日時：平成 30 年 10 月 30 日（火）10:00 ～ 13:00
場所：あすか会議室 小川町会議室 401 号室（東京都千代田区神田小川町）
対象：学童保育の運営などに携わる方、指導員の方、地球温暖化防止活動

推進員、地球温暖化防止活動推進センター、環境関連施設の方など
参加者：25 名（学童保育指導員、環境関連施設、地域センターなど）
内容：気候変動教育プログラムの開発事業とこれまでの経緯の概要説明、

プログラム実施の成果共有（学童保育での実施事例など報告）

プログラム実施の支援　プログラム体験・情報交流会の実施

3か年の取りまとめと報告
プログラム体験・報告会の実施

日　時：平成 31 年 2 月 26 日（火）10:00 ～ 12:00
場　所：日本教育会館 第五会議室（東京都千代田区一ツ橋）
対　象：学童保育の運営などに携わる方、指導員の方、地球

温暖化防止活動推進員、地球温暖化防止活動推進
センター、環境関連施設の方など

参加者：71名 （学童保育指導員、環境関連施設、地域センター、
企業・団体など）

内　容：事業 概要・プログラム実 施事例紹介、ツール体験・
ミニワーク、プログラム満足度・行動変化調査結果
報告、総括

■対象者
「環境マークプログラム」を実施した学童保育 5 ヶ所
の保護者　185 名（アンケート送付対象人数は 185
名、回答率 60.0％で 111 名の回答を得た）
■調査方法
各学童保育指導員を通して記入式のアンケート調査
用紙を配布、保護者が記入、郵送もしくは指導員が
とりまとめる形で返送、回答を得た
■調査実施時期
平成 30 年 11 ～ 12 月

調査概要
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2016～2018年度（平成28～30年度）地球環境基金助成事業

学童保育を活用した
小学生への気候変動教育プログラムの開発と指導員育成

事 業 報 告 書
�

発行　平成３１年３月

※この事業は、独立行政法人環境再生保全機構�地球環境基金の助成を受けて
実施されたものです。
※当事業報告書内の文章・画像等の内容の無断転載及び複製などの行為はご遠
慮ください。
�

本事業に関するお問い合わせ

一般社団法人地球温暖化防止全国ネット
〒101-0054　東京都千代田区神田錦町 1-12-3　第一アマイビル４階
TEL：03-6273-7785　　FAX：03-5280-8100
�


